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こたんばこれくしょん　古丹波コレクション

おうじやまやきふたもの　王地山焼蓋物

県指定
所在地：河原町

市指定
所在地：小多田

丹波古陶館に収蔵展覧されてい
る、平安時代から江戸時代末期に及
ぶ丹波焼の代表的作品の中で、特に
歴史上、芸術上価値の高い作品312
点が指定物件となっている。

王地山焼は篠山藩青山家の
お庭焼として、王地山稲荷神
社石段の北側、金比羅神社と
の間の谷に窯を築いて製作し
ていたもので、天保年間
（1830～44）に最も隆盛を極め
た。主として、九州天草の土を
挽いて、京都の奥田頴川

おくだえいせん

の門
人欽古堂亀祐

きんこどうかめすけ

や小枕の柳亀堂
りゅうきどう

亀七
かめしち

らが中国青磁、染付、赤
絵等を伝承し、藩主の保護を
受け数々の作品を作り出して
いたが、廃藩により明治初年
（1868）をもって廃窯となった。
この蓋物は、染付鍋形で、

裏に「丹波篠山欽古堂亀祐作
之」の銘の残る名作である。
約25㎝角。
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